
命の危険 直ちに安全確保！
・すでに安全な避難ができず、命が危険な状況。今いる場
所よりも安全な場所へ直ちに移動等する。

５

5段階の警戒レベルと防災気象情報

警戒
レベル 住民がとるべき行動

緊急安全確保
※必ず発令される情報ではない

市町村の対応

大雨
特別警報

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

４

・過去の重大な災害の発生時に匹敵する状況。この段階ま
でに避難を完了しておく。
・台風などにより暴風が予想される場合は、暴風が吹き始
める前に避難を完了しておく。

危険な場所から全員避難

避難指示
第４次防災体制
（災害対策本部設置）

避難指示
警戒情報

高潮
警報

高潮
特別
警報

極めて
危険

非常に
危険

氾濫
危険情報

４
相
当

気象庁等の情報

キキクル
（危険度分布）

氾濫
発生情報

５
相
当

３

相当する
警戒
レベル

危険な場所から高齢者等避難
・高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ
は決めたり、避難の準備をしたり、自主的に避難する。

高齢者等避難
第３次防災体制

（避難指示の発令を判断できる
体制）

※１

大雨警報
洪水警報

高潮警報に切り替
える可能性が高い

注意報
（警報級）

警戒
氾濫
警戒情報

３
相
当

２ 自らの避難行動を確認
・ハザードマップ等により自宅等の災害リスクを再確認す
るとともに避難情報の把握手段を再確認するなど。

第２次防災体制
（高齢者等避難の発令を判断でき

る体制）

第１次防災体制
（連絡要員を配置）

大雨警報に切り替える
可能性が高い

注意報

大雨注意報
洪水注意報

高潮
注意報

注意
（注意報級）

氾濫
注意情報

２
相
当

・心構えを一段高める
・職員の連絡体制を確認

早期注意情報
（警報級の
可能性）

「避難情報に関するガイドライン」（内閣
府）に基づき気象庁において作成

※２

ࡴ࡛ࡱ 㹳ሒࡡὩ⏕ࡡ᪁ࢅ᭡࠹ࡺࡊࡱࡲࡆࡀ㹳

ĆరǑଯڬ௫をᅅした௲ਗにཡさɦɘȳă

Ćʞ˄ʫ、ˁʐʂ、़ሇ、ିఒჂຑでဧȩȭɂȦで

ȧɘȳă

ĆബၡからࣅいᅑɦȦȩɥɘで、ౘ࿓からౘ࿓しかȜɤ

ɘȵんăୈɤのఱにɜ౾をߙȫなȦら、Ȝɩɀȴ、బのڤ

をଳɤɘしょうă

緊急地震速報

毎月1日は訓練の日　実際に家族でダイヤルしてみよう
ޮᅙ๙ʘɼʼ˃Ķ282ķのᆀᅙၫၭ

「171」をダイヤルし、音声ガイダンスに従って操作をします。

【伝言を聞くとき】

私［　　　　　　　　 　］は 、 今［　　　　　  　　　　］にいます。

連絡先は、［　　　　　　　　　］です。

【伝言を入れるとき】

→

→

→

→171 2ガイダンス

伝言を聞く（2日間保存）

伝
言
メ
モ

連絡を取りたい相手の電話番号（市外局番から） → 伝言を入れる人の電話番号（市外局番から）

→

→

→171 1ガイダンス

伝言を入れる（30秒以内）

○家族の約束事 ○家族の役割分担を考えてみよう
例)・ドアを開ける
　 ・ラジオ・テレビをつける
　 ・
　 ・
　 ・
　 ・
 　・
 　・

・我が家の一番安全な場所

（        　　　　　　　　　　　   ）
・家族がバラバラの時の最終避難場所

（        　　　　　　　　　　　   ）
・緊急連絡先

（        　　　　　　　　　　　   ）

āණ震ɞ༜、టྡޮによɤ石巻ીではฆఒ࡙༑のഽくがわɦました。ฆఒಡྩのȜɥฆఒʫ

˃ɂݦ߂วをय़ɐޑೀがಜඣさɦたɤ、が༜によってᆔさɦたɤ、ණྉݚによってभいた

ɤしてしまったためにෳ࠰ࡖにわたってሇがえなくなɤました。また、டರ෨ɞજᆌ෨では

ฆఒʫ˃そのものが༜によɤ全ޓしてしまいました。全ޓをまɆがɦたฆఒʫ˃もෳ૪࠰のพ

によɤ、࡙༑をพોȵȰɥをえなくなɤました。

ā災ޮ૪にȤいては、௫ࡥの഼に႕災ჟೀɞ災ޮᅙ๙ʍĜʫʑຑもᅙさɦます。災ޮ૪の

਼ᅸした中では、িった௶ၡがᆔɦɞすいため、౷しい௶ၡをຶɥɂいうȭɂがɂても୭ᅟです。

āෝからは日々様々なɞ災ޮに関すɥ௶ၡがཡఒさɦています。

3　正しい情報の収集と活用

○ိ௵૪にȤȫɥ௶ၡେୠのඦɂしɀ、どんなɜのȦȜɥでしょうかă

○௶ၡȦຶらɦないȭɂでどのようにਲɥのでしょうかĉ
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